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小
浜
の
未
来
を
拓
く
、食
の
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ

今
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
、小
浜
の
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

平
成
12
年
８
月
、
市
は
「
も
と
も
と
持
っ
て
い

る
も
の
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
こ
だ
わ
り
、

こ
の
ま
ち
の
最
大
の
魅
力
と
し
て
、
御
食
国
や
鯖

街
道
な
ど
の
誇
れ
る
歴
史
に
裏
付
け
さ
れ
た
「
食
」

に
着
目
し
、
食
の
ま
ち
づ
く
り
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

食
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
、
食
を
起
点
に
産
業
の

活
性
化
、
環
境
保
全
、
健
康
福
祉
、
食
育
な
ど
各

分
野
の
推
進
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
中
で
も
食

に
よ
る
人
づ
く
り
、
い
わ

ゆ
る
「
食
育
」
を
重
要
視

し
て
お
り
、
平
成
16
年
に

は
、「
食
育
文
化
都
市
」

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　
　
　

国
に
先
駆
け
て
始
ま
っ
た
小
浜
市
の
「
食

　
　
　

の
ま
ち
づ
く
り
」。
そ
の
取
り
組
み
は
、

小
さ
な
ま
ち
が
踏
み
出
し
た
「
一
歩
」
に
留
ま
る

こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
地
域
に
影
響
を
与

え
ま
し
た
。
今
回
、「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
の
「
食

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
　

小
浜
は
、
日
本
海
側
唯
一
の
大
規
模
リ
ア
ス
式

海
岸
「
若
狭
湾
」
の
恩
恵
を
受
け
て
発
達
し
た
地

域
で
す
。
古
代
よ
り
豊
富
な
海
産
物
や
塩
を
都
へ

送
り
、
朝
廷
の
食
文
化
を
支
え
た
「
御
食
国
（
み

け
つ
く
に
）」
で
あ
り
、
そ
の
後
の
時
代
も
「
鯖
街

道
」
を
通
じ
て
「
若
狭
も
の
」
と
評
さ
れ
る
海
産

物
を
都
へ
運
び
、
日
本
の
食
文
化
を
支
え
た
ま
ち

で
す
。
現
在
も
豊
か
な
食
材
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
郷
土
料
理
や
行
事
食
、
へ
し
こ
、
な
れ
ず
し

に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
加
工
技
術
が
大
切
に
継
承

さ
れ
て
お
り
、
食
に
欠
か
せ
な
い
「
箸
」
に
つ
い

て
も
、
若
狭
塗
箸
を
中
心
に
、
圧
倒
的
な
塗
箸
生

産
量
を
誇
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
も
と
に
、
市
内
各
地

区
に
は
、
６
０
０
を
超
す
「
民
俗
行
事
」
や
「
年
中

行
事
」
が
残
り
、こ
れ
ら
か
ら
は
、「
い
た
だ
き
ま
す
」

に
象
徴
さ
れ
る
、
自
然
を
敬
い
寄
り
添
い
な
が
ら
生

き
る
「
和
食
の
精
神
」
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
常
の
暮
ら
し
に
溶
け

込
み
、
見
失
い
が
ち
な
こ

れ
ら
の
尊
い
有
形
無
形
の

食
資
源
の
数
々
を
、
私
た

ち
は
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
よ
っ
て
再
認
識
し
、
ま

ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し

た
の
で
す
。

　
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
見
ら
れ
る
独
創
的
な
取

り
組
み
は
、
当
初
よ
り
各
方
面
か
ら
注
目
さ
れ
、
視

察
の
受
け
入
れ
は
全
都
道
府
県
に
及
び
、
全
国
的
な

賞
も
受
賞
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
和
食
」
の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
や
、「
御
食
国
若
狭
と
鯖
街

道
」
の
日
本
遺
産
認
定
、
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧
会
へ
の

出
展
や
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
認
定
な
ど
、

国
や
世
界
の
重
要
な
節
目
で
存
在
感
を
発
揮
し
な
が

ら
、
着
実
に
成
果
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
食
資
源
に
対
す
る
誇

り
と
、「
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
」
に
こ
だ
わ
り
取
り

組
ん
で
き
た
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
は
今
、
全
国
そ

し
て
世
界
を
も
視
野
に
入
れ
て
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
こ
れ
か
ら
の
「
食
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

食
の
ま
ち
づ
く
り

気
づ
い
た
宝
物

扉
を
開
け
て
全
国
、
そ
し
て
世
界
へ
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８
月　
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
開
始

■
問
い
合
わ
せ　

食
の
ま
ち
づ
く
り
課
☎
53
・
１
０
０
０

４
月　
「
い
き
い
き
ま
ち
・
む
ら
づ
く
り
事
業
」
開
始

　
　
　

各
地
区
に
委
員
会
設
置

４
月　
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
」
設
置

４
月　
「
食
育
専
門
職
員
」
配
置

　
　
　
「
校
区
内
型
地
場
産
学
校
給
食
」
開
始　

４
月　
「
ベ
ビ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
」「
ジ
ュ
ニ
ア
・
キ
ッ
チ
ン
」

　
　
　

開
始　

義
務
食
育
体
制
の
整
備

３
月　
「
小
浜
市
食
育
推
進
計
画
」
策
定

３
月　
「
元
気
食
生
活
実
践
ガ
イ
ド
」
発
刊

３
月　
「
小
浜
市
元
気
食
育
推
進
計
画
」
策
定

４
月　

小
浜
市
と
若
狭
町
か
ら
成
る
「
御
食
国
若
狭

　
　
　

と
鯖
街
道
」
日
本
遺
産
認
定

５
月　

平
成
29
年
に
日
本
遺
産
認
定
さ
れ
た
「
北
前
船

　
　
　

寄
港
地
・
船
主
集
落
」
に
小
浜
市
が
追
加
認
定

３
月　
「
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
」

　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
写
真
①
）

12
月　
「
和
食
ー
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」

　
　
　

世
界
無
形
文
化
遺
産
登
録
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
「
日
本
食
文
化  

小
浜
か
ら
世
界
へ
」
開
催

６
月　
「
鯖
、
復
活
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

12
月　
「
Ｓセ

イ

バ

ー

Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ  

Ｊジ

ャ

パ

ン

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」
認
定

11
月　

立
命
館
大
学
と
の
連
携
協
力
に
よ
る
協
定
締
結

２
月　
「
御
食
国
ア
カ
デ
ミ
ー
」
設
立
宣
言
（
写
真
③
）

７
月　

ミ
ラ
ノ
国
際
展
覧
会
出
展
（
写
真
②
）

３
月　
「
小
浜
市
の
伝
統
行
事
と
食
」
発
刊

「
食
の
達
人
・
語
り
部
制
度
」
開
始

「
地
産
地
消
を
す
す
め
る
店
」
認
定
制
度
開
始

９
月　
「
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
」
開
館

12
月　
「
食
育
文
化
都
市
」
宣
言

11
月　
「
キ
ッ
ズ
・
キ
ッ
チ
ン
」
開
始

９
月　
「
小
浜
市
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
制
定

【理念】
食のまちづくり条例

日本初の「食」をテーマにした条
例。基本理念を明らかにし、具体
的な施策に関する規定や、まちづ
くり推進における、市、市民、事
業者等の守るべき原則も規定。

【シンボル】
御食国若狭おばま食文化館

「食のまちづくり」の拠点施
設。館内では食の歴史と料理
のレプリカ等を展示し、キッ
チンスタジオも併設。２階
で は 伝 統 工 芸 体 験 が 可 能。

【マインド】
元気食生活実践ガイド

小浜の「生涯食育」実践
の集大成ともいえるオリ
ジナル食生活指針。市民
の選食力やフードリテラ
シー獲得のために作成。

  

平
成
24
年

  

平
成
23
年

①

③ ②



　

鯖
街
道
の
起
点
で
あ
る
小
浜
に
は
、
全
国
の
ど

こ
に
も
負
け
な
い
サ
バ
文
化
が
根
付
い
て
い
ま

す
。「
御
食
国
若
狭
と
鯖
街
道
」
の
日
本
遺
産
認

定
を
契
機
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
鯖
、
復
活
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
本
年
度
で

三
年
目
を
迎
え
、

田
烏
の
漁
業
者

な
ど
の
協
力
の

下
、
約
１
万
尾

の
サ
バ
の
養
殖

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後

は
、
養
殖
サ
バ

の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
安
定
供
給
体
制
の
確
立
に
取
り
組
み
、
引
き
続

き
鯖
街
道
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
小
浜
な
ら
で

は
の
食
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
御
食
国
と
し
て
か
つ
て
都
の
食
文
化
を

支
え
た
小
浜
の
食
材
は
、
今
も
な
お
、
京
都
の
有

名
料
理
人
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
京
都

と
の
結
び
つ
き
を
大
事
に
し
、
地
元
の
料
理
人
と

生
産
者
が
、
京
都
の
料
理
人
と
と
も
に
小
浜
の
食

材
の
価
値
を
高
め
、御
食
国
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
「
小

浜
に
し
か
な
い
食
」
に
研
き
上
げ
ま
す
。
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「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
原
点
回
帰

　

近
年
の
「
和
食
」
の
世
界
無
形

文
化
遺
産
登
録
、
ミ
ラ
ノ
万
博
開

催
な
ど
に
よ
り
、
国
内
外
に
お
い

て
、
ま
す
ま
す
日
本
の
食
や
食
文

化
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
に
先
駆

け
て
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
き
た
小
浜
か
ら
、
あ
ら

た
め
て
「
食
」
の
持
つ
魅
力
や
可

能
性
を
発
信
し
よ
う
と
、
先
人
か

ら
受
け
継
い
で
き
た
食
資
源
の

数
々
や
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
で

培
っ
て
き
た
料
理
教
室
や
自
然
体

験
な
ど
の
食
育
事
業
を
、
時
代
が

求
め
る
も
の
と
し
て
研
ぎ
続
け
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
は
、
北
陸
新
幹

線
の
敦
賀
開
業
や
そ
の
後
の
全
線

開
業
を
見
据
え
、
そ
の
受
け
皿
と

な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
よ

り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
市
内
の
農
林
水
産
業
や

観
光
業
、
飲
食
業
や
宿
泊
業
が
連

動
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、地
域
・

企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
り
「
小

浜
な
ら
で
は
の
食
」を
研
き
上
げ
、

国
内
外
に
そ
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
市
は
、
こ
れ
ま
で
大
事
に
し
て
き
た
「
食
に
よ
る
人
づ
く
り
」

に
加
え
、
食
の
ま
ち
と
し
て
「
小
浜
な
ら
で
は
の
食
」
を
研
き
上
げ
、
国

内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
み
、
食
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
「
基
盤
産
業
」

へ
と
育
て
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
一
度
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

当
時
抱
い
た
ま
ち
へ
の
誇
り
や
思
い
を
あ
ら
た
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

感
し
あ
い
、
未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
成

果
を
観
光
や
産
業
面
に
波
及
さ
せ
、
雇
用
の
拡
大
や
所
得
の
向
上
、
人
口

増
を
実
現
し
、
市
民
一
人
一
人
が
そ
の
効
果
を
実
感
で
き
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
に
お
い
て
日
本
食
や
食
文
化
へ
の

関
心
が
高
ま
る
中
、
今
後
は
、
昨
年
12
月
の
Ｓ
Ａ

Ｖ
Ｏ
Ｒ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
認
定
（
※
）
が
も
た
ら
す

機
会
を
最
大
限
に
活
用
し
、
外
国
人
観
光
客
の
獲

得
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
漁
家

民
宿
等
で
の
滞
在
を

中
心
に
、
こ
の
地
域

な
ら
で
は
の
山
・
里
・

川
・
海
の
食
材
を
活

用
し
た
郷
土
料
理
を

堪
能
す
る
と
と
も
に
、

海
の
体
験
や
和
食
の
料
理
教
室
、
さ
ら
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
民
俗
行
事
で
市
民
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、

小
浜
の
魅
力
あ
る
暮
ら
し
を
諸
外
国
の
人
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
体
制
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
認
定
を
契
機
に
、

日
本
の
食
文
化
に
関
心
の
あ
る
多
く
の
外
国
人
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
小
浜
の
農
林
水
産

業
や
民
宿
を
活
性
化
さ
せ
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け

継
い
で
き
た
食
と
伝
統
文
化
を
次
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

※
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｏ
Ｒ  

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
農
泊 

食
文
化
海
外
発

　

信
地
域
）
と
は
、
地
域
の
食
と
、
そ
れ
を
生
み
出

　

す
農
林
水
産
業
を
核
と
し
て
、
訪
日
外
国
人
を
中

　

心
と
し
た
観
光
客
の
誘
致
を
図
る
地
域
を
農
林
水
産

　

省
が
認
定
す
る
制
度
。
現
時
点
で

　

小
浜
を
含
む
全
国
15
地
域
が
認
定

　

小
浜
に
は
、
四
季
を
通
じ
て
水
揚
げ
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
魚
介
類
や
、
京
都
と
の
つ
な
が
り
で
発

達
し
た
水
産
加
工
品
、
景
観
と
海
を
生
か
し
た
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
体
験
で
き
る
漁
家
民
宿
な
ど
、

海
と
密
接
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
、
小
浜
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る

海
を
生
か
す
た
め
、
昨
年
３
月
に
策
定
し
た
「
内

外
海
地
区
活
性
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
旧
田
烏
小

学
校
の
水
産
物
共
同
加
工
場
や
体
験
学
習
施
設
と

し
て
の
利
活
用
な
ど
を
進
め
、「
稼
げ
る
水
産
業
」

と
「
滞
在
型
観
光
」
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

小
浜
が
誇
る   

　
　      

を
生
か
す

小
浜
が
誇
る       

　
を
生
か
す

海

歴
史

小
浜
の
“
食
”
を
研
き
上
げ
、
国
内
外
に
魅
力
を
発
信

ま
ち
全
体
が
学
び
の
場

　
「
御
食
国
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
は
、
市

全
体
を
日
本
の
食
文
化
の
ル
ー
ツ
を
学

び
、
体
験
し
、
発
信
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
捉
え
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、

食
に
つ
い
て
学
ぶ
料
理
人
や
学
生
に
、

小
浜
な
ら
で
は
の
食
の
体
験
や
、
学
び

を
提
供
し
、
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
は
、
市
と
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
た
立
命
館
大
学
食
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
学
生
や
関
係
者
約

４
０
０
人
が
、
小
浜
の
ま
ち
全
体
を
、

食
を
学
び
体
験
で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と

し
て
、
食
に
関
す
る
多
様
な
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
Ｐ
９
の
「
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
で

　

も
関
連
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■特集　小浜の未来を拓く、食のネクストステージ

　

小
浜
は
、「
若
狭
も
の
」
と
呼
ば
れ
る

水
産
物
、
伝
統
野
菜
で
あ
る
谷
田
部
ね

ぎ
や
滋
味
あ
ふ
れ
る
農
産
物
な
ど
、
四

季
折
々
の
食
材
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。

本
当
に
美
味
し
い
も
の
は
、
都
会
で
は

な
く
地
方
に
こ
そ
あ
り
、
そ
れ
ら
の
本

当
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
い
る
の
は
、

こ
の
土
地
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
で
す
。

今
後
と
も
、
市
民
一
人
一
人
が
小
浜
の

素
晴
ら
し
い
食
に
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、

農
林
水
産
業
か
ら
飲
食
・
宿
泊
業
ま
で

の
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
研
き
を
か

け
、
国
内
外
の
多
く
の
人
に
「
小
浜
な

ら
で
は
の
食
」
と
「
食
を
育
む
自
然
や

文
化
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
、
市
と

し
て
は
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

この地域ならではの〝食〟を目指して

企画部次長 食のまちづくり担当
兼  農林水産課長

阪
さかもと

本  亮
りょう

食文化館に入館する学生や関係者




